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１ 目的 Purpose 

ＡＭラジオ放送に使われる中波は，昼間電離層Ｄ層に吸収されるた

め，遠くまで届かない。夜間は太陽からの紫外線などが遮られるため

に，Ｄ層が消滅し，Ｅ層で反射するので，昼間よりも遠くまで届くように

なる。皆既日食中も夜間と同様にＤ層が消滅し，長距離伝搬が可能に

なると考え，観測を行った。 

 

２ 観測方法・観測機材 Methods ＆ Equipments 

奄美大島の赤崎を中心にして，６局の放送局に周波数と受信アンテ

ナの方向を合わせ，ラジオ放送が聞こえた時刻と電波受信信号強度

（RSSI）を記録する。 

観測場所：奄美少年自然の家（奄美市名瀬赤崎）北緯 28 度 24 分

25 秒・東経 129 度 29 分 27 秒・標高 150m 

  ○観測機材；ノバック社製 USB ラジオ NV-UR001 

       AIWA 製ステレオラジオカセットレコーダ 

        方位センサー Vitec 社 TDS01V 

 

３ 観測結果 Result 

 (1) ７月 20 日の観測（皆既日食日の前々日） 

結果は Table１の左側のように

なり，当初観測予定の６つの放送

局内，上海人民広播電台しか視

聴できなかった。そこで，２１日の

夜に Table１の右側のように観測

局を変更した。 

 

Fig.１電離層と電波の反射 

Table1 観測予定局と実際観測された放送局 

Fig.２ USB ラジオ NV-UR001 



 (2) ７月 21 日の観測（皆既日食前日 16:00～21:00） 

21 日夕刻の結果を Fig.３に示す。受信地の

奄美の日没時刻は 19:19 であり，19:30 には全

ての放送局を聞くことができたので，日没後 10

～30 分程度で電離層Ｄ層が薄くなり，Ｅ層によ

る反射波が受信できたと考えられる。 

また，RSSI 変動から推察すると，Ｄ層の減少

は日没に伴い穏やかに進行していると考えられ

る。 

 (3) ７月 20 日の観測（皆既日食当日 10:15～12:00） 

Fig.4 のように皆既時刻の前には

上海が聞こえ始め，次に，熊本，福

岡，皆既が終わり，大阪，名古屋の

順に聞こえた。 

日食中と前日 21 日の夜間の

RSSI 値と比較すると，日食中には，

RSSI 値が高く，激しい変動がみられ

た。よって，日食時の電離層変動は，

夜間時に比べて大きくかつＥ層の

電子密度が大きいと考えられる。 

４ 考察 Discussion 

受信した５つのラジオ局の中でも，データのはっきりと

した熊本・大阪・名古屋の３局に焦点を絞り，更に考察を

進め，Fig.5-a が熊本局の聞こえ始めた時刻，Fig.5-b が

大阪,名古屋局の聞こえ始めた時刻である。この２つの

図から，この３局はいずれも送信局と受信局が食分 80％

以上の地域（半径 800km の円内）に入った時点で放送

が聞こえ始めている。また，大阪・名古屋はほぼ同時刻

に始まり，約 20 分間放送が聞こえ，食分 80％の円の外

に出てからしばらくして 11:19 に聞こえなくなったと解釈

できる。（Fig.5-c） 

一方，熊本は約80分もの間放送が聞こえ続け，12:00

に聞こえなくなった。  

以上のことから，皆既帯を中心とした食分 80%以上の

月陰（半径 800km の円）によってＤ層の密度が小さくなり，

電波の吸収が減り，Ｅ層による中波の長距離伝搬が可

能になり，観測地点の西側の放送局から順に聞こえ始

めたと理解できる。また，最大食分を過ぎて 80％以上の

Fig.３ 皆既日食前日夕刻の電波受信信号強度 

Fluctuation of RSSI in sunset July 21 

Fig.４皆既日食時の電波受信信号強度(RSSI)変化 

Fig.５ Ｄ層減少域の推測 
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月影が遠のいた後は，Ｄ層の回復が遅れるために，食分 80%以上の地域円の外に出てもしばらく放送

が聞こえ続けたと考えられる。さらに熊本については，大阪・名古屋に比べて出力が十倍強いため，Ｄ

層が回復し始めても長い時間聞こえ続けたと解釈できる。 
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